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台湾南部 山地 お よびバ タン諸 島の アワの特 性

とその民族植物学 的考察1,

阪 本 寧 男*

Characteristics and Ethnobotanical Comparison of Fox-tail 
 Millet (Setaria italica P. Beauv.) Samples from Southern 

          Formosa and the Batan Islands

Sadao SAKAMOTO

   In the present study, the characteristics of 25 samples of fox-tail 
millet (Setaria italica P. Beauv.) from Southern Formosa-12 from 
Kinuran, a Rukai village, and 13 from Zheng-Xing, an Eastern 
Paiwan village—were compared with 6 samples from the Batan 
Islands, Philippines. The seedlings, obtained from these samples, 
were experimentally planted in field and glasshouse. Fourteen 
characteristics of each sample were observed and  compared: 
anthocyan pigmentation of seedlings, length/width ratio of the 
fourth leaf, number of tillers, plant height, number of leaves, 
number of days from sowing to heading, length and width of flag 
leaf, and of spike, spike shape, bristles of spikelets, lemma color of 
sterile floret, lemma color of fertile floret, starch grain character 
of  endosperm, and color of anther. 

   The samples from the two Formosan villages showed a similar 

pattern of variation in many of the characteristics but a high con-
trast with the fox-tail millet from the Batan Islands. Among the 
characteristics compared, the starch grain of endosperm in the 
Formosan millet was predominantly of glutinous (waxy), whereas 

glutinous endosperm was not found in the samples from the Batan 
Islands. 

   It was observed therefore that an obvious gap occurs in the 

geographical distribution of fox-tail millet with glutinous endosperm 
at the Bashi Channel, between Formosa (including the Lan  Yu

*京 都 大 学 農学 部 植 物 生殖 質 研 究 施 設 ・国 立 民族 学 博 物 館共 同研 究 員

1)Contribution　 no.12　 from　 the　Plant　Germ-plasm　 Institute,　Kyoto　 University,　 Kyoto,　Japan.
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Islands) and the Batan Islands. It is assumed that this difference 

is related to the importance of the glutinous variety in the religious 
life of the native tribes of the Formosan mountains and the Lan  Yii 
Islands. Among the possible early routes by which glutinous fox-
tail millet reached Formosa, dispersal from the mountainous 
regions between southwest China and Assam to Formosa, across 
the South China Sea, is discussed.

1.は じめに

2.調 査材料お よび方法

(1)調 査材料

(2)調 査方法

3.調 査結果

4.民 族植物学的考察

(1)台 湾南部山地 とバ タン諸 島のアワの比

較

(2)ウ ルチ性 品種 とモチ性 品種 の地理的分

布

1.は じ め に

　 イ ネ科 穀 類 の な か に雑 穀 類(millets)と 総 称 され る一 群 の栽 培 植 物 が あ る。 そ の な

か に は栽 培 の 歴 史 は古 い が或 る特 定 の 地 域 に分 布 が 限 定 され て い る もの(例 え ば ア ビ

シ ニ ア高 原 の テ フEragrostis　 ablssinica　Schrad.や イ ン ドのkoda　 millet　Paspatum

scrobiculαtum　L.な ど),或 は以 前 は広 く分 布 して いた が い まで は かつ 七 の分 布 域 の ご

く一 部 に僅 か しか 残 って い な い よ うな もの もあ る。 例 え ばわ が 国 に お い て は今 日で は

遺 存 的 に しか栽 培(relict　 cultivation)さ れて ない が,過 去 に は重要 な役 割 を 演 じて

きた と考 え られ る ヒェEchinochloa　 utilis　Ohwi　 et　Yabuno,キ ビPanicum　 miliacettm

L.,シ コク ビェEleusine　 coracana　Gaertn.な どが後 者 の例 に含 まれ る もの とい い う る。

乙れ らの遺 存 的 に しか栽 培 され な い雑 穀 は,近 代 的 な 品 種 改 良 や大 規 模 な品 種 導 入 の

対 象 と ほ され ず,し た が って 組 織 的 な研 究 もお こな わ れ る こ とな く,学 界 で も長 ら く

か え りみ られ る こ とが な か った 。

　 ア ワSetaria　 italica　P.　Beauv.も その よ うな雑 穀 の典 型 的 な例 の一 つ と い え るが,

民族 植物 学 的 な視 点 か ら見直 して み る と,ア ワはつ ぎの よ う な研 究 上 す ぐれ た特 徴 を

備 え て い る。 まず 第 一 に播 種 して 発 芽 した 直 後 の 芽 生(seedling)か ら成 熟 した 穂

(panicle)の 特 徴 に至 るま で調 査 対 象 とな る形質 が多 く,そ の植 物 学 的 変 異 が 高 い こ

と,第 二 に 農 耕儀 礼,農 業 慣行 な らび に食 生 活 文 化 との結 び付 きが 強 く,各 地 域 に お

いて 在 来 性 の 高 い 品種 が最 近 まで よ く保 存 され て い た こ と,さ らに第 三 に東 ア ジア に
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おいては広い地域で古 くから栽培され,各 地域のとくに焼畑農耕の輪作体系のなかで

重要な役割を果してきたことが指摘されている[佐 々木　 1971a:102-104]こ と,な

どがあげられる。したがって地域ごとにアワの変異を詳細に調査し,そ の結果を比較

検討することにより,ア ワの系統関係を植物学的に解明できる可能性が大きいと考え

られる。 このような見地から筆者は数年前からアワの変異と地理的分布の研究に着手

したが,ま ず最初に各地域のアワの植物学的変異の実態を把握することが必要である。

　本報告は台湾南部山地2力 村ならびにバシー海峡に浮ぶバタン諸島において,主 と

して国立民族学博物館の館員によって収集されたアワの特性を明らかにし,若 干の民

族植物学的考察を試みようとしたものである。なお本調査資料の一部は佐々木 ・深野

[1976:74-79]に より引用されたことを付記する。

2.調 査材料お よび方法

(1)調 査 材 料

　本調査に用いたアワは69系統である。そのうち12系統は,1972年 国立民族学博物館

の佐々木高明により,台 湾南部山地に居住するRukai族 の1村 落,台 湾省屏東県霧

台郷去露Kinuran村 において収集されたもの[佐 々木 ・深野　 1976:74-79]で あり,

13系統は1973年 国立民族学博物館の松澤員子により,同 じく台湾南部山地に居住する

Paiwan族 の1村 落,台湾省台東県正興村において収集されたもの[松 澤　1976:514]

であり,ま た6系 統は1973年 国立民族学博物館の宇野文男により,フ ィリピン共和国

のバタン諸島のItbayat島(4系 統)お よびBatan島(2系 統)に おいて収集され

たものである(図1)。 残りの38系 統のアワは上記2地 域のアワの相対的位置付けを

示すため比較栽培に用いた日本産在来系統のものである。それ らは新潟 ・長野両県に

またがる秋山郷産の3系 統,四 国(徳 島県 ・高知県 ・愛媛県)産 の28系 統,お よび熊

本県五木村産の7系 統で,1972～1973年 に筆者 らによって収集された。 これ ら日本産

のアワについては稿を改めて報告する予定であり,詳 細はここでは触れない。

　本調査に用いた種子は,正 興村の13系統および四国産の21系 統は原標本より得たが,

それ以外の系統は1973年5月22日 原標本より得た種子をガラス室内に播種 ・栽培 した

植物により得た種子を用いた。

684



阪本　　台湾南部山地およびバタン諸島のアワの特性とその民族植物学的考察

図1調 査 材 料 収 集 地 域

(2)調 査 方 法

　 1974年5月22日(実 験1),6月21日(実 験 五)お よび7月21日(実 験 皿)の3回 に

わ た り播 種 期 を30日 間 ず つ ず らせ て,ガ ラス 室 内 の播 種 箱 に各 系 統50粒 ず つ を播 種 し

た。 実 験1お よび 皿は そ れ ぞれ6月22日 お よび7月13日 に各 系 統10個 体 を株 間20cm,

畝 間130cmの 間 隔 で 圃 場 に定 植 した。 実 験 皿 は8月7日 に各 系統5個 体 を無 加温 ・
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無照明のガラス室内ベッドに株間11cm,畝 間15　cmの 間隔に定植した。 いずれも

すべて無施肥条件で栽培された。

　 これらの定植されたアワについて,つ ぎの14項 目にわたる形質調査を各個体ごとに

おこなった。

　 1)芽 生基部の色:発 芽後定植前に実験1の 材料について芽生の基部にみられる色

　　素形成の程度を3段 階に分けて調査。

　 2)第4葉 の長さおよび幅:実 験1の 発芽 した10個 体の本葉第4葉 を播種後20日 目

　　 に測定。長/幅 比で示す。

　 3)有 効分けつ数:有 効分けつとは主として主桿の基部に生 じた分枝で正常な穂を

　　着生 したものをいうが,そ の数を成熟時に調査。主桿も含まれる。

　 4)草 丈:実 験皿の材料について,地 上基部より穂の先端までを成熟個体について

　　測定。

　 5)出 葉数:実 験 皿の材料について,穂 を着生するまでに出た本葉の数を止葉まで

　　数えたもので,5葉 ごとにマークをつけた。

　 6)出 穂日数:播 種日の翌 日より出穂開始日までの日数で,各 個体の最初の穂が止

　　 葉の葉鞘より完全に出た日をもって出穂開始日とした。

　 7)止 葉の長さおよび幅:成 熟時に測定。

　 8)穂 の長さおよび幅:成 熟時に測定。穂の幅はもっとも広い部分を測った。

　 9)穂 の形:澤 村[1951:15】 および永井[1952:363]に よった。

　 10)小 穂の硬毛:小 穂の短枝梗に生 じた毛で,一 見他のイネ科植物の芒のようにみ

　　 える。

　 11)不 稔花の外頴の色:小 穂の不稔花の外頴の色。

　 12)稔 実花の外頴の色:小 穂の稔実花の稔実頴果を包む外頴の色。

　 13)種 子内乳澱粉の性質:成 熟 した頴果をつぶ し,内 乳(胚 乳)に 貯蔵された澱粉

　　 の性質を約10倍 に稀釈 したヨードチンキ液によりウルチ性一モチ性を調査。

・14)そ の他:開 花時の薪の色など。

3.調 査 結 果

　台湾南部山地のKinuran村 および正興村,な らびにフィリピン・バタン諸島で収

集されたアワの特性を比較 して,つ ぎのような結果が得 られた。表1は 実験1～ 皿で

調査 した8量 的形質の地域別平均値を示したものである。また表2～4は 実験皿で調
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表18量 的 形 質 の 地 域 別 平 均 値

形 質

実 験 区

地 域

第4葉 の長さ(cm)

第4葉 の 幅(cm)

第4葉 の長/幅 比

有 効 分 け つ 数

出 穂 日 数

止 葉 の 長 さ(cm)

穂 の 長 さ(cm)

穂 の 幅(cm)

実 験1

Kinuran村 正 興 村 バ タン諸 島

11.47±0.37

0.76±0.02

15.27±0.45

4.13±0.88

73.38±1.51

38.54士2.14

28.89±1.97

2.85±O.27

15.43±0.69

0.81±0.02

19.24±0.86

2.31土O.34『

76.04±1.40

41.35±1.88

33.36土1.98

3.11±O.24

12.02±0.53

0.61±O.04

20.31±1.86

4.25±0.97

85.94:t3.35

38。96±1.06

26.67土0.98

2.11士0.26

実 験 皿

Kinuran村

2.35:ヒ0.60

63.15±1.20

34.59±1.64

25.39±1.95

2.69土0.18

正 興 村

1.31土0.17

63.99±1.29

39.33±1.67

29.22士1.84

3.56:ヒ0,26

バタン諸島

6.97土2.24

71.23±2.25

38.89±1.13

25.19士0.99

1.91士0.27'

実 験 皿

Kinuran村

1.05±0.43

52.28士1.30

27.95±1.91

18.05±1.30

1.95土0.11

正 興 村 バ タン諸 島

1,00±0.00

51.40士1.17

29,55土1.54

19.04±1.20

2.03±0.12

1.45±0.23

61.84士3.93

31.30±1.11

18.04:t1.06

L61士0.11

ロ〉

}

汁

Σ
噺
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QO 表2　 Kinuran村 で収集 されたア ワの植物学的特性(実 験 皿)

栽培番号

調査形質

現 地 の 品 種 名

有 効 分 け つ 数

草 丈(cm)

出 葉 数

出 穂 日 数

止 葉 の 長 さ(cm)

止 葉 の 幅(cm)

穂 の 長 さ(cm)

穂 の 幅(cm)

穂 の 形

小 穂 の 硬 毛

硬 毛 の 色

開 花 時 の 蔚 の 色

不 稔 花 の 外 頴 の色

稔 実 花 の 外 頴 の色

種子内乳澱粉 の性質

74401

chipalpal

1.0

157。5

20.5

57.0

29.5

1.9

13,7

1.3

鳥 趾 形

あ り

な し

あ り

黄 色

黄 色

モ チ

74402

chipalpal

1。0

120.0

18.7

55.3

16.0

1.6

15.1

1.4

鳥 趾 形

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74403

不 明

1.0

120.3

15.0

44.8

34.3

2,2

17.0

1.8

円錐 形

あ り

な し

な し

黄 色

黄 色

ウル チ

74404

chiparanu

1.0

164.2

16.4

54.4

34.9

2.5

22.6

1.9

長 錐 形

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74405

maka-

tairapi1.0

138.8

18.4

48.6

27.0

1.9

14.5

2.3

円 筒 形

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74406

dagaga

1.0

136.6

16.8

51.6

32.7

2.3

25.0

2.2

長 錐形

あ り

あ り

な し

赤 紫 色

褐 色

モ チ

74407

sinudanu

1.0

127.3

16.0

54.3

34.5

2.6

22.4

2.0

長 錐 形

な し

な し

淡 赤 紫 色

黄 色

モ チ

74408

araranus

1.2

138.6

19.0

56.8

26.8

2.3

17.9

2.7

円 筒 形

あ り

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74409

Pararam

1.4

112.6

15.6

45.0

28.6

2.2

16.8

2.1

円 錐 形

あ り

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74410

dagiargi

1.0

145.0

17.6

58.2

34.8

2.2

25.0

1.9

長 錐 形

な し

な し

赤 紫 色

榿 色

モ チ

74411

sadypanu

1.0

131.0

16.8

51.2

21.8

2.1

25.0

2.2

円 筒 形

あ り

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74412

makasasa-

garanu1.0

102.8

15.2

50.2

24.6

1.7

13.7

1.7

円筒 形

な し

な し

淡 赤 紫 色

黄 色

モ チ

図

恥

ω

ら

・Jt皿
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栽培番号

調査形質

現 地 の 品 種 名

有 効 分 け つ 数

草 丈(cm)

出 葉 数

出 穂 日 数

止 葉 の 長 さ(cm)

止 葉 の 幅(cm)

穂 の 長 さ(cm)

穂 の 幅(cm)

穂 の 形

小 穂 の 硬 毛

硬 毛 の 色

開 花 時 の 蔚 の 色

不 稔 花 の外 頴 の色

稔 実 花 の外 頴 の色

種子 内乳澱粉の性質

表3　 正興村で収集されたアワの植物学的特性(実 験皿)

74465

alulun

1.0

146.5

17.3

55.5

29.3

2.1

19.9

2.3

長 錐 形

あ り

な し

な し

赤 紫 色

黄 色

モ チ

74466

atagawu

1.0

156.6

17.4

61.0

34.8

2.1

23.0

2.0

長 錐 形

な し

あ り

黄 色

黄 色

モ チ

74467

diaru・

noruno

1.0

126.4

15.8

49.0

27.3

2.1

16.8

3.0

円 錐 形

な し

あ り

赤 紫 色

黄 色

モ チ

74468

kadu1.0

114.0

16.7

51.7

24.5

1.6

19.7

2.5

円錐 形

あ り

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74469

kinorusian

1.0

117.0

16.0

46.8

31.6

2.1

14.1

1.3

鳥 趾 形

な し

な し

赤 紫 色

榿 色

モ チ

74470

lavaus

1.0

158.0

16.5

55.8

36.0

2.5

21.0

1.9

円 錐 形

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74471

lavots

1.0

124.0

17.2

49.6

18.3

1.8

12.6

1.3

鳥 趾 形

な し

な し

黄 色

黄 色

.ウ ル チ

74472

makapa一

lukai1.0

138.0

16.8

49.0

31.9

1.9

18.9

1.8

円 錐 形

な し

な し

淡赤紫色

黄 色

モ チ

74473

makapa一

alual

1.0

151.0

17.3

57.0

30.6

2.4

23.4

2.4

長 錐 形

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74474

sailigan

1.0

119.0

15.7

46.7

23.2

2.1

13.3

1.7

円 錐 形

な し

な し

赤 紫 色

黄 色

モ チ

74475

tamukul

1.0

122.8

18.0

48.0

26.0

2.0

15.6

2.0

円 錐 形

な し

な し

黄 色

黄 色

モ チ

74476

vudaran

1.0

160.0

19.0

49.0

39.0

2.0

21.5

2.0

長 錐 形

な し

な し

赤 紫 色

黄 色

モ チ

74477

wanay

1.0

168.2

17.0

49.2

31.7

2.1

27.7

2.3

長 錐 形

あ り

な し

な し

赤 紫 色.

黄 色

モ チ

ゆ

}

ト

讐

《

㊦

q

e

伴

θ
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表4　 バ タン諸 島で収集された アワの植物学的特性(実 験 皿)

調査形質
栽培番号 74429 74430 74431 74432 74434 74435

現 地 の 品 種 名

有 効 分 け つ 数

草 丈(cm)

出 葉 数

出 穂 日 数

止 葉 の 長 さ(cm)

止 葉 の 幅(cm)

穂 の 長 さ(cm)

穂 の 幅(cm)

穂 の 形

小 穂 の 硬 毛

硬 毛 の 色

開 花 時 の 蔚 の 色

不 稔 花 の 外 頴 の色

稔 実 花 の 外 頴 の色

種子 内乳澱粉の性質

nayamin一danao

1.8

16.0

52.0

30.5

1.8

21.6

1.2

長 錐 ・

鳥趾形

あ り

な し

あ り

黄 色

澄 色

ウルチ

nahivatan

2.5

185.5

20.5

72.8

30.8

2.4

18.1

1.8

円錐形

あ り

あ り

あ り

赤紫色

黄 色

ウルチ

takadnu

Pusaka

1.8

178.2

19.8

61.6

32.9

2.6

15.8

1.8

円錐形

あ り

あ り

あ り

赤紫色

黄 色

ウルチ

不 明

1.6

162.8

20.2

72.6

26.5

2.6

16.7

1.7

円錐形

あ り

あ り

な し

赤紫色

榿 色

ウルチ

不 明*

1.0

148.0

19.0

61.7

33。3

2.3

15.3

1.8

円筒形

あ り

な し

な し

黄 色

黄 色

ウルチ

不 明*

1.0

150.2

15.6

50.4

33.9

L9

20.7

L3

長 錐 ・

鳥趾 形

あ り

な し

あ り

黄 色

榿 色

ウル チ

*Batan島 で 収 集 され た もの,他 の4系 統 はItbayat島 で収 集 され た。

査した16の 形質について3地 域の各系統別の平均値または特性を示す。現地の品種名

は収集者によって現地で採集された呼称を示す。なおこれら3地 域のものと日本産の

アワ38系統との比較については,と くに必要な形質についてのみ触れることにした。

　 1)芽 生基部の色

　この形質の変異には緑色(通 常白茎 と呼ばれる),赤 色(赤 茎)お よびその中間で着

色程度がややうすい淡赤色の3つ のタイプがあるが,こ の形質の発現は環境条件の影

響を受けやすい。実験1で 観察した変異の分布は表5に 示される。供試材料69系 統の

緑:淡 赤:赤 の比はほぼ3:1:3で あった。Kinuran村 のアワには典型的な赤茎は

　　 表5　 芽生基部の色の変異(実 験1)　 　　　 みいだされず・正興村のものは3つ

収集劉 璽繍 緑 色 陶 色i赤 色 　 のタイプがほぼ同じ割合で見5　tL・

Knuran村

正 興 村
バ タン諸島

秋 　山　郷

四　　 　国

五 木 村

12

13

6

3

28

7

10

4

1

1

12

2

2

Pb

O

O

4

0

0

4

5

2

12

5

計 69 30 11 28

バタン諸島では赤茎のものが多いこ

とがわかった。

　 2)第4葉 の長/幅 比

　実験1の 材料について測定された

第4葉 の長さ,幅 および長/幅比の

3地 域ごとの平均値は表1の ようで
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あ り,ま た 長/幅 比 の 系 統間 変

異 は図2に 示 され る。Kinuran

村13.O～17.9,正 興 村13.2～

24・7,バ タ ン諸 島145～27.2で,

図2で も明 らか な よ う にKinu-

ran村 の ア ワは他 の2地 域 よ り

も変 異 の 幅 が小 さ い。 これ に 反

して バ タ ン諸 島 の6系 統 間 の 変

異 は 顕 著 で あ る(表1)。 正 興 村

とバ タ ン諸 島 に は この比 の値 が

大 きい もの,つ ま り葉 の細 長 い

タイ プの もの が 多 くみ いだ され

た。 図2に 示 す よ うに 日本 産 の

もの に と くに 長/幅 比 の小 さ い

(7-10)1群 が み い だ さ れ た

が,こ れ は四 国 産 の シモ カ ッ ギ

群 とい う特 徴 的 な 晩 生 の ア ワ で

あ る(阪 本,未 発 表)。

　 3)有 効 分 けつ 数

　 有 効 分 け つ と は主 と して主 稈

の 基 部 に生 じた分 枝 で 正 常 な 穂

を 着生 した もの をい うが,本 報

告 で は分 け つせ ず に主 稈 の み に

穂 を 生 じた もの は,LOと い う

図2第4葉 の長/幅比の変異(実 験1)

値 で 示 され て い る。 この形 質 は生 育 条 件 の 影 響 を 受 け やす く,実 験 皿 の よ うな 晩播

で 密 植 状 態 の 場合 は 表1～4に 示 す よ うに 各 系 統 と も ほ とん ど 分 けつせ ず,主 稈 の

み に穂 を 着生 した。 実 験1お よ び 皿 に お け る 各 地 域 で の 系 統 間 変異 は 図3の よ うで

あ る。 一 般 的 に みて 非分 けつ型 の系 統 が 多 く,用 い た69系 統 の う ち実験1で は30系

統(43.5%),ま た 実 験 五で は39系 統(56.5%)が1.0～2.0の 値 を 示 した。Kinuran

村 お よ び 正 興 村 の ア ワに は 非 分 け つ型 が 多 い が,バ タ ン諸 島 の もの は,実 験 皿(図

3)で は 非 分 けつ 型(1～2)と 分 け つ 型(9～14)が ほ ぼ 同一 の 頻 度 で み ら れ

た。
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図3有 効 分 け つ 数 の 変 異

　 4)草 丈

　 この形 質 は実 験 皿で の み 測定 され たが,そ の結 果 を 表2～4お よ び 図4に 示 す 。 各

地 域 の平 均 値 は,Kinuran村132.88d:5、12　 cm,正 興 村138.57土5.15　 cm,バ タ ン

諸 島164.99±7.43　 cmで,前 二 者 の間 に はほ とん ど差 が な く,用 い た全 系統 の変 異

の ほ ぼ 中位 に分 布 した 。 これ に対 して バ タ ン諸 島 の もの は草丈 が大 き い。 草 丈 は つ ぎ

に述 べ る 出葉 数 とr=0.404の 正 の 相 関 が認 め られ た 。

　 5)出 葉 数

　 この形 質 も実 験 皿で の み調 査 され た が,そ の結 果 は表2～4お よ び 図5に 示 され る。

各 地 域 の平 均 値 はKinuran村17.17±0.49,正 興 村16.96±0.24,バ タ ン諸 島18.55

±O.87で,前 二 者 に は ほ とん ど差 が な く,バ タ ン諸 島の ア ワは 出葉 数 も多 く系 統 間 の

変 異 も非 常 に大 き く,前 項 の草 丈 とほ ぼ 同 じ傾 向 が み られ た。 この形 質 は つ ぎに述 べ

る 出穂 日数 と非 常 に高 い正 の 相 関 が あ り,両 形 質 問 の相 関 を示 す と図6の よ うで,両

者 の相 関 係 数 はr=0.764で あ った 。

　 6)出 穂 日数

　 3回 の 播 種 期 を異 にす る実 験 で各 系統 の 出穂 日数 は 異 な り,実 験1,皿,皿 の順 に
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図5出 葉数 の変異(実 験 皿)

図4草 丈の変異(実 験 皿)

播 種 期 が お くれ るに した が い,播 種 か ら出穂 開始 まで の 日数 は 短縮 され る。 この こ と

は衰1で 明 一らか な よ うに各 地 域 の 出穂 日数 は 実 験1,皿,皿 の 順 に,30日 ず つ 播 種 が

お くれ る ご とに お の おの 約10日 間 の 短縮 が み られ た。 例 え ばKinuran村 の ア ワでは

実 験1の 平 均 値 は73.38日,実 験 五で は63.15日,実 験 皿の そ れ は52,28日 とな った。

同 時 に 出穂 日数 の 変 異 の 幅 も顕 著 に小 さ くな った(図7)。 図6に 示 した よ う に,こ

の 形 質 は 出 葉数 と高 い 相 関 を示 す が,各 地 域 の 変 異 の 幅 は 実験 皿でKinuran村 の アE

ワが44.8～58.2日(表2),正 興 村 の もの が46.7～61.0日(表3)と ほ ぼ 類 似 の 値 を

示 した 。 用 い た69系 統 の 変 異 の 分布 よ りみ て,台 湾 南 部 山地 の両 村 に は早 生 ～ 中生 の

タ イ プの もの が み い だ され,晩 生 型 の もの は存 在 しな か った 。 これ に対 して バ タ ン諸

島 の ア ワは50.　4～72.8日(表4)と 変異 の幅 は大 き く,比 較 的 早生 型2系 統,中 生 型

2系 統,晩 生 型2系 統 よ りな って い る と考 え られ る(図6)。

　 Kinuran村 の ア ワのな か で 栽 培 番号74403お よび74409の2系 統 は も っ と も早 生 で,

実 験 皿で それ ぞ れ44.8日 お よ び45,0日(表2)で あ った。 この う ちと くに後 者 は現 地

でPararam(「 早 生 の ア ワ」)と 呼 称 され て い る[佐 々木 ・深 野　 1976:78]。 現 地 の呼
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図6出 葉 数 と 出 穂 日 数 の 相 関(実 験 皿)

Kinuran村

バ タ ン諸 島

四国

正興村

秋山郷

五木村
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図7出 穂 日 数 の 変 異

称 と実 験 結 果 が よ く一 致 した好 例 とい え る。 この よ うな早 生 の ア ワ は正 興 村 の もの に

もみ いだ され,74469お よ び74474の2系 統(出 穂 日数 が 実 験 皿で46.8日 お よび46.7

日)が これ に該 当 す る。

　 7)止 葉 の 長 さ

　 実 験 皿の 結 果 を 図8に 示 す 。3地 域 と もか な りの変 異 は あ るが,Kinuran村 の ア

ワが概 して 短 か く,正 興 村 の ものが や や 長 い 。 バ タ ン諸 島 の もの は変 異 が 比 較 的小 さ

い(表1)。

　 8)穂 の長 さ お よび 幅

　 これ らの形 質 の系 統 間 差 異 は非 常 に大 き く,例 えば実 験 皿の結 果 を 図 示 す る と図9

の よ うで あ る。Kinuran村,正 興 村 お よ びバ タ ン諸 島 の ア ワは,供 試 材 料69系 統 の
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20

系
統

数

15

10

5

図8　 止葉 の長さの変異(実 験1皿)

示 す 変 異 の幅 の全 域 に分 布 し,表1に 示 し

た各 地 域 の平 均 値 の み か ら判 断す る と,3

地 域 間 に あ ま り大 きな差 は認 め られ な か っ

た 。 し か し台 湾南 部 山地 の2力 村 で は つ ぎ

の項 で 述 べ る よ うに穂 の形 態 的 変 異 は 大 き

い。 また バ タ ン諸 島 の ア ワに は穂 が極 端 に

細 長 い(幅 が1.0～L5　 cm)2系 統 が み い

だ され た。

　 9)穂 の 形

　 前 項 で述 べ た よ うに,穂 の 長 さ お よ び幅

に は大 きな変 異 が み られ るが,実 験 皿で は

Kinuran村 の ア ワ は長 さ13.7～25.O　 cm,

幅L3～2.7　 cm;正 興村 の もの は長 さ12.6

～27.7cm,幅1.3～3.O　 cm;バ タ ン諸 島の

もの は 長 さ15.3～21.6　 cm,幅!.2～1.8

cmで あ った(表2～4)。 実 験 皿で 得 た 各

系 統 の 穂 の 形 は写真1～3に 示 され る が,

澤 村[1951]お よび 永 井[1952]の 分 類 に

基 づ い て3地 域 の ア ワの 穂 の形 を分 類 す る と表6の よ うに な った。

　 Kinuran村 の ア ワユ2系統 の う ち,74401お よ び74402の2系 統 は鳥 趾 形 で 穂 は み じ

か くて先 端 が 分 岐 し,74403お よび74409は 円錐 形 で み じか く,74404,74406,74407

お よび74410の4系 統 は長 錐 形 で 穂 が 長大 で あ り,残 りの74405,74408,74411お よ び

74412の4系 統 は 円筒 形 で み じかか った(写 真1)。 正 興 村 の13系 統 で は,74469お よ

び74471の2系 統 は鳥 趾形 で 穂 は み じか く,前 老 の 穂 の 先端 は後 者 ほ ど顕著 に分 枝 し

て い な い。74467,74468,74470,74472,74474お よ び74475の6系 統 は円錐 形 で み じ

か い が,残 りの74465,74466,74473,74476お よび74477の5系 統 は 長 錐形 で穂 は長

大 で あ った(写 真2,表3)。 しか し円筒 形 の ア ワ は正 興 村 に は み い だ され な か った 。

バ タ ン諸 島 の ア ワ6系 統 は74430,74431お よび74432の3系 統 が 円錐 形 で穂 は み じか

く,74434は 円 筒形 でや は り穂 はみ じか い。 しか し74429お よ び74435は 長 錐 ・鳥趾 形

で 穂 は細 長 く紐状 で,先 端 が わ ず か に 分枝 して いて 非 常 に 特 徴 的 な 穂 の形 を 示 した

(写 真3)。
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図9　 穂 の 長,さ と 幅 の 変 異(実 験 豆)

写真1 Kinuran村 の ア ワ の 穂(実 験 皿)
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写真2 正 興 村 の ア ワ の 穂(実 験 皿)

左 か ら栽 培番 号74465～74475,74477の 順 に配 列 。

表6　 穂の形の変異(実 験 皿)

穂 の 形

鳥 趾 形

円 錐 形

長 錐 形

円 筒 形

長錐・鳥趾形

Kinuran

村

2

2

4

4

0

正興村

2

6

5

0

0

バタ ン

諸 島

0

3

0

1

2

計

4

11

9

5

2

写 真3　 バ タン諸 島 の アワの 穂(実 験 皿)

　 　 　 左 か ら74429～74432,74434,74435

　 　 　 の 順 に配 列 。

　10)小 穂の硬毛

　アワには小穂梗が伸長 して毛状をなした

顕著な硬毛をもつものと,そ れがみじかく

てほとんど無毛と考えられるものがある。

Kinuran村 の アワでは有毛と無毛の 系統

がほぼ1:1の 比でみ られ,正 興村のもの

は2系 統を除き無毛型であったが,バ タン

諸島のものはすべて有毛型であった。また

有 毛 の場 合,硬 毛 が 紫 色 に着 色 す る もの が,Kinuran村 の74406(表2)お よび バ タ

ン諸 島 の74430,74431お よ び74432(表4)の 計4系 統 で認 め られた 。
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　Kinuran村 の1系 統(74408)に は 硬 毛 の 先 端 に 小 穂 ま た は 小 花 の 退 化 し た よ う

な 付 随体(accessory)が み られた(写 真1参 照)。 この 特 徴 は 大 へ ん 珍 しく 今 ま で

の と ころ,イ ン ド以 外 の他 の 地 域 の ア ワで は 報 告 され て い な い 特 異 的 な もの で あ る

[RANGAswAMi　 AYYANGAR　 et　al.1933]。

　11)不 稔 花 の 外 頴 の 色

　 ア ワの小 穂 は不 稔 花 と稔 実 花 よ りな るが プ 不 稔 花 の 外頴 は発 達 し厚 く明 瞭 な 脈線 が

あ る。成 熟 した不 稔 花 の 外 頴 の 色 に は黄 色 の もの と赤 紫 色 に着 色す る 系統 が み い だ さ

れ る。Kinuran村 の ア ワで は,74406お よ び74410が 赤 紫 色,74407お よび74412が 淡

赤 紫 色 で,残 りの8系 統 は黄 色 で あ った。 正 興 村 の もの で は 表3の よ うに,13系 統 の

う ち半数 に 当 る7系 統 が 着 色 型 で あ った。 同 じよ うに バ タ ン諸 島 の もの も半 数 の3系

統 が 着 色型 で あ った。

　 12)稔 実 花 の外 頴 の色

　 稔 実 花 の 外頴 お よび 内頴 は よ く発 達 し,外 頴 は 内頴 よ りも大 き く質 が硬 くて 光 沢 が

あ り,そ の 外 縁 は 内頴 の一 部 を堅 く包 ん で い る。 一 般 に ア ワ の 「粒 色 」 とい う場 合 は

この外 頴 の色 を 指 して い る。 成 熟 時 に お け る稔 実 花 の外 頴 の色 に は黄 白色,黄 色,機

色および褐色のものがみられる。本

調査に用いた69系統の色の変異は表

7に 示される。Kinuran村 および

正興村では黄色のものがほとんどで,

橙色は各1系 統にす ぎない。 また

Kinuran村 の74406は 褐色で,不 稔

花の外頴は赤紫色を呈し,穂 全体が

暗褐色を示す(写 真1)。　バタン諸

島のものには榿色と黄色のものがそ

れぞれ3系 統ずつあった。

　 13)種 子内乳澱粉の性質

　アワには種子の内乳に貯蔵 されて

いる澱粉がウルチ性(糎)と モチ性

(編)の ものが知 られている。用い

た69系 統の分析結果は表8の ようで

ある。この表 より明らかなように,

日本および台湾南部山地の系統には

表7　 稔実花の外頴の色の変異

収集場所
1調 査
1系統数黄白色 黄 色 榿 色 褐 色

Kinuran村

正 興 村

バ タ ン諸島

秋 山 郷

四 国

五 木 村

12

13

6

3

28

7

0

0

0

3

5

0

10

12

3

0

21

7

1

1

3

0

2

0

1

0

0

0

0

0

計 69 8 53 7 1

収集場所

表8　 種子内乳澱粉の性質

調 査
系統数 ウルチ モ チ モチ%

Kinuran村

正 興 村

バ タン諸 島

秋 山 郷

四 国

五 木 村

計

12

13

6

3

28

7

69

1

1

6

2

3

3

16

11

12

0

1

25

4

53

91.7

92.3

0

33.3

89,3

57。1

76.8
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モ チ性 の も のの 割 合 が 高 い。Kinuran村 お よび 正 興 村 と もに ウル チ性 の もの は 各1

系統 にす ぎ な か った 。 これ に反 してバ タ ン諸 島 で は 調査 した6系 統 す べ て が ウル チ性

を示 し,き わ めて 対 照 的 な結 果 が得 られ た 。

　 佐 々木 ・深 野[1976:78]に よれ ば,Kinuran村 に お け る 聞 き取 り 調 査 で は,

74404(chiParaner)お よ び74405(makatairapi)の2系 統 は ウル チ性 の ア ワ と され て い

た が,ヨ ー ド反 応 の結 果 は モチ 性 を示 した。Kinuran村 の ア ワ12系 統 の うち,現 地

で 収 集 され た原 標 本 は現 地 の 品種 名chipaipalが5穂,　 Pararamが4穂,　 snd]Panuが

2穂,そ れ 以 外 の8系 統 は各1穂 か らな って い た。 しか し同 一 呼称 内で は穂 によ る ウ

ル チ性 一 モ チ性 の 差 は認 め られ な か った 。 しか し正 興 村 の ア ワに お い て は,13系 統 の

うちkinorecsianと 呼 称 され る ア ワの 原 標本 は3穂 か らな り,　ka4uが1穂,残 りの11

系統 は各2穂 か らな って い た。 調査 の結 果makaPa-alualとwana1は2系 統 と も1穂

は モ チ性 で,他 の1穂 は ウル チ性 で あ った 。 前者 の モ チ性 の 穂 か らと った ものが 本 研

究 に 供 試 され た74473お よ び74477で あ る。 残 りの11系 統 に は 同一 呼 称 内で は 穂 に よ る

ウル チ性 一 モ チ性 の差 は なか った 。 バ タ ン諸 島 の もの で は,Itbayat島 で収 集 され た

現 地 の 品種 名na]mindanaoが3穂,　 nahivatanが2穂,品 種 不 明 が2穂,ま たBatan

島 で 収 集 さ れ た1系 統 は8穂 か らな って い たが ・ これ らす べ て の穂 は ウル チ性 で あ っ

た 。

　 14)そ の 他

　 開 花 時 に お け る ア ワの穂 の商(雄 蕊 の 先 端 を構 成 す る花 粉 袋)に は着 色 す る もの と

無 色(黄 色)の もの が あ る。Kinuran村 で は1系 統 のみ 有 色 で,正 興 村 で は2系 統

の み有 色 で あ った 。 しか しバ タ ン諸 島で は有 色4:無 色2で 有 色 の もの が多 か った 。

　 成 熟 した ア ワの 種 皮 の 色 は一 般 に ウル チ性 の もの は黄 色,モ チ性 の もの は黄 白色 で

あ るが,バ タ ン諸 島 の1系 統74431の み は種 皮 の 色 が 薄墨 を流 した よ うな淡 黒 色 で あ

った 。

　 以 上 の 調査 結 果 か らみ る と,Kinuran村 の ア ワの うち74401と74402は 穂 の形 態 が

酷 似 しと もに 鳥趾 形 を示 す 。 これ らは と もに現 地 に お いてchiPaipalと い う 呼称 の も

と に収 集 され た が,小 穂 に硬 毛 の あ る穂 とな い ものが 混 在 して い た の で2系 統 に 区別

した もので あ る。74403と74409は い ろい ろな形 質 で たが い に よ く似 た ア ワで あ る。 ま

ic　74405,74408お よび74411も 穂 の形 や そ の 他 の形 質 で 相 似 て い る が,前 二 者 は小 穂

に 硬 毛 の あ る点 で 後 者 と異 な り,ま た74408は 硬 毛 の 先端 に付 随 体 が あ る ので74405

と区 別 で き る。 正 興 村 の ア ワで は,つ ぎの5組 合 せ の 系統 が い ろい ろな形 質 で 相 互 に
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似 て い るが,74466と74473は葯 の 色 の有 無 で,74467と74475は 不 稔 花 の外 頴 の色 が前

者 は赤 紫 色,後 者 は黄 色 で 異 な り,74468と74470で は前 者 の 穂 が や や 疎穂 で 小 穂 に硬

毛 の あ る点 で 後者 と異 な る。74472と74474も 穂 の形 が よ く似 て い るが,後 者 に は不

稔 花 の外 頴 に顕 著 な赤 紫 色 が あ って 区 別 され る。 ま た74476と74477も い ろ い ろな形

質 で類 似 す る が,後 者 に は小 穂 に硬 毛 の あ る点 で 区 別 で き る。 バ タ ン諸 島 の ア ワで は

74429と74435は ほ とん ど の形 質 で 差 はな く同一 の 品種 に属 す るア ワで あ る。74430と

74432は た が い に 似 た特 徴 を示 す が,後 者 は 稔 実花 の外 頴 が榿 色 で 明 瞭 に 区 別 で きる 。

4.民 族 植物学 的考察

　 (1)台 湾南 部 山地 とバ タ ン諸島 の ア ワの比 較

　前章に述べた調査結果に基づいて,台 湾南部山地およびバタン諸島のアワの12の 形

質について概略的に比較すると表9の ようである。この表から考察できることは,ま

ず第一に台湾南部山地のKinuran村 と正興村のアワは,　fcがいに各形質の変異のパ

ターンが似ていることである。Kinuran村 のアワでは止葉の長さ,穂 の長さおよび

幅,穂 の形,小 穂の硬毛,不 稔花の外頴の色などに変異が観察された。正興村のもの

ではこれ らの形質につけ加えて芽生基部の色にも変異がみ られた。表1で 明らかなよ

うに,Kinuran村 および正興村の両村のアワの変異がほぼ類似 していた量的形質は,

有効分けつ数,草 丈,一出葉数,也 穂日数および穂の大きさの5形 質であった。そのな

表9　 台湾南部山地およびバタン諸島のアワの概略的比較

形 質

地 域

芽 生 基 部 の 色

第4葉 長/幅 比

有 効 分 け っ 数

草 丈

出 葉 数

出 穂 日 数

止 葉 の 長 さ

穂 の 形

小 穂 の 硬 毛

不稔花の外頴の色

稔実花の外頴の色

種子内乳澱粉の性質

台 湾 南 部 山 地

Kinuran村

緑色が多い

小

非分けつ型が多い

中

中

早生および中生

短

長錐形と円筒形

無毛と有毛

黄色が多い

黄色が多い
モチ性が多い

正 興 村

緑色が多い

小～大

非分けつ型が多い

中

中

早生および中生

中

長錐形と円錐形

無毛が多い

黄色が多い

黄色が多い
モチ性が多い

バ タ ン 諸 島

赤 色

小～大

非分けつ型～分けつ型

大

中～多

早生 ・中生 ・晩生

中

円錐形と長錐・鳥趾形

有 毛

黄色および赤紫色

黄色および榿色

ウルチ性

701



国立民族学博物館研究報告　　3巻4号

かでも両村における出穂日数の変異の類似は,両 村が地理的にも近接 し,年 間の自然

日長,温 度および雨量の季節的変化が類似 していること,な らびに播種から収穫に至

るアワの栽培慣行の類似によるものと考えられる。

　第二に調査に用いたバタン諸島のアワはわずかに6系 統にすぎないが,台 湾南部山

地のものと対比できるほどの変異がいろいろな形質にみいだされたことである。6系

統のうち4系 統はItbayat島,2系 統はBatan島 で収集された。 これらは芽生基部

の色,止 葉の長さおよび小穂の硬毛の3形 質について系統間にあまり差はなかったが,

第4葉 長/幅比,分 けつ性,草 丈,出 葉数,出 穂日数,穂 の長さおよび幅,穂 の形,

不稔花および稔実花の外頴の色などに系統間変異がみいだされた。つまりバタン諸島

のアワも台湾南部山地のそれと同じく系統間の変異性が大きいことを示 しており,或

る特定のタイプが小規模に遺存しているという状態を示していない。

　第三に台湾南部山地とバタン諸島のアワを比較すると,こ の両地域のアワの示す変

異のパター ンは相互に異なっており,と くに芽生基部の色,出 穂 日数,穂 の形,種 子

内乳澱粉の性質については,バ タン諸島のアワには台湾南部山地のものに比べて対照

的な変異の型が存在する。例えば出穂日数についてみると,台 湾南部山地のアワは早

生または中生型であったが,バ タン諸島にはそれにつけ加え,台 湾南部山地にみいだ

されなかった晩生型のアワが含まれていた。また穂の形についてみるとバタン諸島に

は細長い紐状の長錐 ・鳥趾形を示す特徴的なアワがみいだされた。

　アワは台湾山地においては経済的にも儀礼的にも非常に重要な穀類であることはよ

く知 られている 〔瀬川　 1953;古 野　 1953]。 台湾南部山地のKinuran村 において

もアワは各種の儀礼や接客用などのいわゆる 、ハレ"の 穀物としてきわめて重要視さ

れており[佐 々木 ・深野　 1976:74],ま た正興村においてもアワは毎年おこなわれる

粟祭 り,結 婚式や葬儀,そ の他の儀礼に粟酒や粟餅として供される[松 澤　1976:

514]。 したがってそこでは古くから多 くの種類のアワが栽培されていたと思われるの

である。本研究では台湾南部山地の2力 村から収集 された25系 統のアワを調査 したに

すぎないが,植 物学的にみても多種多様なアワが栽培されていることが明 らかとなっ

た。

　東アジァの諸地域においてはアワの栽培の歴史は古く,ま た過去においてアワが主

要な穀類の一つとして,伝 統的な農耕のなかで重要な役割を果 したことが認め られて

いる。しかし現在では多 くの地域でその重要性はイネや トウモロコシなどにとって代

られ,農 業の近代化に伴って細々と遺存 している場合が多い。台湾山地においてもそ

の傾向は否めないが,そ れでもなお台湾山地においては畑作雑穀としての重要性は失
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わ れ て お らず,ア ワ と農 耕 生 活 や 儀 礼 と の緊 密 な 結 び 付 き はそ こで は失 わ れ て い な い 。

また ア ワ の多 様 な利 用 法 がい まだ に残 って お り,そ こで は現 在 もな お ア ワが主 作 物 と

して 高 く評 価 されて い る。

　 フ ィ リピ ンの バ タ ン諸 島 は図1の よ うに ル ソ ン島北 方 約250kmの バ シー海 峡 の南

に点 在 す る群 島で あ るが,主 要 作 物 はサ ツ マイ モ,ヤ ム イ モ,ト ウ モ ロ コ シ,サ トウ

キ ビで あ り,ア ワは 副 次 的 な作 物 にす ぎず[宇 野　 1971:59],儀 礼 に使 う程度 で ご く

少 量 だ け栽 培 さ れて い る にす ぎな い[YAMADA　 l　973:52;佐 々木 　 1973:65]。 そ れ

に もか か わ らず,調 査 した6系 統 間 に か な りの 変 異 が み い だ さ れ た こと は大 へ ん 興 味

深 い。 と くにItbayat島 でnaymindanaoと 呼称 さ れ る ア ワ(74429)は,写 真3で 明

らか な よ うに,紐 の よ うに細 長 い長 錐形 で硬 毛 が あ り,稔 実 花 の 外頴 は榿 色 で しか も

穂 の先 端 が 鳥 趾 形 の分 枝 を示 す 特 徴 的 な ア ワで あ る。 この よ うな 特 色 は 明 らか に形 態

的 に み て原 始 的 な 特 性 を 示 す もの と考 え られ る。 これ と同 じタ イ プの ア ワ(74435)が

Batan島 で も収 集 され て い るが,恐 ら くこれ らの ア ワは 同一 の品 種 とみ な す こ とが で

きる 。 この よ うな 比 較 的 原 始 的 な形 態 を もつ ア ワが,い つ,ど こか らバ タ ン諸 島 に も

ち込 ま れ た か は不 明 で あ るが,ItbayatとBatanの 両 島 で 同一 の ア ワの 品 種 が み い だ

せ る こ とは,同 一 諸 島 内で のア ワの 品 種 移動 の あ った こ とを よ く物 語 る もので あ ろ う。

(2)ウ ルチ性品種 とモチ性品種の地理的分布

　 イ ネ科 の穀 類 の種 子 内乳 に貯 蔵 され た 澱粉 に は,ウ ル チ性(non-91utinous)と モ チ

性(glutinous)の もの が 知 られ て お り,こ の両 型 の澱 粉 が今 まで にみ い だ され た栽 培

植物 は,イ ネ,オ オ ムギ,ア ワ,キ ビ,モ ロ コ シお よ び トウ モ ロ コ シで あ る。 ま た ハ

トムギ で は モ チ性 の品 種 の み が 知 られて い る。 一般 に これ らの穀 類 の モ チ性 品 種 は東

ア ジア に 広 く分 布 して い る とい わ れ てお り,モ チ性 と農 耕 文 化 と の強 い結 び付 きが推

測 され,モ チ性 澱 粉 を もつ 品 種 が イ ン ド以 東 の 東 ア ジア の特 産 で あ る こ とが 指 摘 され

て い る[KARPER　 l　933:261;中 尾 　 1967:362]。 した が って ア ジ ァ に お け る穀 類

の ウル チ性 品 種 と モ チ性 品 種 の 地 理 的分 布 は,世 界 の 他 の 地 域 で は み られ ない 民 族 植

物 学 的 に非 常 に興 味 あ る 問題 と いえ よ う。 しか しこの 問 題 に つ い て 広 い地 域 にわ た っ

て 具 体 的 なデ ー タを示 した研 究 は ほ とん どな く,最 近 にな って よ うや くイ ネ につ い て,

イ ン ドか ら日本 に い た る9地 域 に お け る ウル チ性 品種 とモ チ性 品 種 の 出 現頻 度 の地 理

的分 布 が 報告 され た にす ぎな い 〔飯 塚 ほ か　 1977]。

　 本 研 究 で は台 湾 南 部 山 地 お よび バ タ ン諸 島の ア ワの形 質 につ いて 種 々の 比 較 研究 を

お こな った が,両 地 域 で み い だ され た ア ワの 変 異 の う ち も っと も際 立 った こ とは,ウ
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表10　 台湾産 アワの種子 内乳澱 粉の性質

　 　 　 　 　 　 　 (貴田[1941]よ り作成)

地 方

台 北 州

新 竹 州

台 中 州

花蓮港庁

台 南 州

高 雄 州

台 東 庁

膨 湖 庁

計

品種数

4

4

21

21

10

8

18

2

88

ウルチ

2

1

10

6

7

3

12

1

42

モ チ

2

3

11

15

3

5

6

1

46

モチ%

50,0

75.0

52.4

71.4

30.0

62.5

33.3

50.0

52.3

ルチ性系統とモチ性系統の地理的分

布に明瞭な差異が見 られたことであ

った(表8)。 すなわち日本な らびに

台湾南部山地のKinuran村 および

正興村のアワの多くのものがモチ性

系統であったのに対 し,バ タン諸島

のアワはすべてウルチ性で,モ チ性

の系統は皆無であった。この結果は

アワのモチ性品種の地理的分布にお

いて,バ シー海峡に明瞭なギャップ

のあることを示すものである。

　台湾のアワ品種については,す でに戦前に貴田[1941]に よる調査報告があるが,

その調査結果のうちウルチ性とモチ性の品種について,取 寄先地方別に表示すると表

10の ようである。地方によってモチ性品種の出現頻度は異なるが,台 湾全体としては

88品種のうちウルチ42品種(47.7%),モ チ46品種(52.3%)で ほぼ1:1の 比率を示

した。 また澤村[1952:19]は 農林省農業改良局研究部[1951]の 統計を基にして,

日本におけるアワの ウルチ品種 とモチ品種の比率を示 しているが,そ のとき調査 し

た108品 種のうち36品種(33.3%)が ウルチ性で,72品 種(66.7%)が モチ性であっ

た。また本研究で比較のために用いた日本産アワは38系統であるが,こ のうち8系 統

(21.1%)が ウルチ性で30系 統(78.9%)が モチ性であった(表8)。 このように少な

くとも台湾および日本ではモチ性のアワの品種が,ウ ルチ性のものより多いことが明

らかである。これらの結果はバタン諸島にモチ性のアワの系統が皆無であったことと

きわめて対照的である。

　台湾およびバタン諸島周辺地域におけるアワのウルチ性品種とモチ性品種の頻度に

っいての調査報告はほとんどない。しかし最近筆者が入手 した蘭喚(紅 頭襖)の アワ

(1977年森口恒一氏収集)に はウルチ性およびモチ性の両型があることがわかり,フ

ィリピンのルソン島北部山地のKagalwan村 で収集されたアワ脱穀種子1標 本(1977

年合田濤氏収集)に はウルチ性とモチ性の種子が混在していたが,同 じく合田氏が他

の村で収集された1系 統はウルチ性を示 した。またハルマヘラ島のアワ5系 統(1976

年佐々木高明氏収集)お よび1977年 に新 しく収集されたバタン諸島のアワ(1977年 森

口恒一氏収集)は すべてウルチ性品種でモチ性品種のものはみいだされなかった[阪

本,未 発表]。 アワのモチ性品種の地理的分布については,さ らに広い地域にわたっ
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て 今 後 調 査 を必 要 とす るが,今 まで に得 られ た これ らの 調 査 結 果 は バ シー海 峡 の北 と

南 で ア ワの モ チ性 品 種 の 分 布 に明 瞭 な ギ ャ ップが あ る こ とを 明 らか に支 持 す る もの で

あ る。

　 台 湾 南 部 山地 に お いて ア ワの モチ 性 品 種 の 多 い こ とは,モ チ性 の ア ワが主 と して 酒

の醸 造 原 料 や粟 餅 の材 料 と され,農 耕 儀 礼 の 際 に 用 い られ る こ とが 多 い とい う事 実 に

対 応 して い る。 ウル チ性 の ア ワはKinuran村 に お い て は古 くか ら栽 培 され て い た と

推 定 され て い るが,現 在 で は儀 礼 に用 い られ る こ とが ま った くな く[佐 々木 ・深 野

1976:74],あ ま り重 要 視 され て い な い と い う。 これ に対 して 鹿 野[1952:63-64]に

よ れ ば,バ タ ン諸 島 のBatan島 で は ア ワ はプ ッデ ィ ング や菓 子 に用 い られ るにす ぎ

な い と い うこ とで あ る。

　 バ タ ン諸 島 と紅 頭 嶼 の 間 の文 化 的 近 縁 関係 に つ い て は,今 ま で に も しば しば 強 調 さ

れ て お り,両 島 間 に直 接 的 な 移 住 や 交 渉 の あ った ことが 明 らか に され て い る[鹿 野

1946a;馬 淵　 1953]。 また 両 者 にraotと い う共 通 の ア ワの 呼 称 の あ る こ と も指 摘 さ

れ て い る[鹿 野 　 1946b]。 さ らに台 湾 とバ タ ン諸 島 は地理 的 に わず か約160　 km隔 た

って い る にす ぎ な い。 そ れ に もか か わ らず ア ワの 栽 培 植 物 と して の 重要 性 な らび に ウ

ル チ 性 品 種 とモ チ性 品種 の地 理 的 分布 に 関す る限 り,バ シー 海 峡 を 隔 て て南 のバ タ ン

諸 島 と北 の紅 頭 嶼 な らび に台 湾 との 間 に 明 瞭 な相 違 が 認 め られ た こ とは特 筆 す べ き こ

とで あ ろ う。 この こ とは バ タ ン諸 島 で は ヤ ム イモ を め ぐる 農 耕儀 礼 が 発 達 して い る

[佐 々木 　 1971b:77-88]の に対 し,紅 頭 嶼 お よ び台 湾 山地 に は ア ワの農 耕 儀 礼 が き

わ め て 顕 著 な こ と[鹿 野 　 1946c;古 野 　 1953]と 相 通 ず る事 実 で あ る と考 え られ る9

　 それ で は ア ワの ウル チ性 品種 と モ チ性 品種 の地 理 的 分 布 にお い て,ど う して バ シー

海 峡 に この よ うな 明 瞭 な ギ ャ ップが 存 在 す るの で あ ろ うか。 この差 異 を 説 明 す る一 つ

の考 え と して は,台 湾 の モ チ性 品種 の 多 くは,東 南 ア ジァ北 部 か ら華 南 に い た る山岳

地 帯(中 国 南 部 お よび イ ン ドシナ半 島を 含 む地 域)か ら,古 い時 代 に南 シナ 海 を 横切

って もた らされ た の で は な い か と考 え る こ とで あ る 。 ア ワは上 記 の山 岳 地 帯 で は 栽培

の 歴 史 の古 い穀 類 の 一 つ と考 え られ る。 例 え ば 中 国 南 部 の ヤ オ族 は焼 畑 に オ カ ボ(陸

稲),ト ウモ ロコ シ,サ ツ マ イ モ の ほか に,シ コ ク ビエ,ア ワ,モ ロ コ シを 栽 培 して

い る[STOB肌 　 1938:380]。 北 ラオ スの ラメ ッ ト族 はオ カ ボを 植 え た 焼 畑 の 周 辺 に

シ コ ク ビエ,ハ トムギ,ア ワな どを栽 培 して い る[lzlKowlTz　 l951:240]。 ま た ア

ッサ ム高 地 の セ マ ・ナ ガ族 は イ ネ,ハ トムギ と と も に ア ワを 混 作 して い る[HUTTON

1968:60-61]こ とが 知 られ て い る。 これ らの 調 査 は中 国 南 部 か らア ッサ ム にか けて

の 山 岳地 帯 に,ア ワ の栽 培 が 広 くお こな われ て い る こ とを よ く物 語 って い る。
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　 しか しな が ら これ らの 地 域 にお け るア ワの ウル チ性 品 種 とモ チ性 品 種 の 地理 的 分布

に つ い て は,具 体 的 な デ ー タが ほ とん ど な い のが 現 状 で あ る。 わず か に タ イ北 部 の メ

オ 族 の 村 で収 集 さ れた ア ワの1系 統 く1975年 佐 々木 高 明 氏 収 集)が モ チ性 で あ る こ と

が 判 明 して い る にす ぎ な い[阪 本,未 発 表]。 タイ 北部,ビ ル マ 北部 か らア ッサ ムに

か けて の 地 域 に は,モ チ性 の イ ネ[WATABE　 l967;飯 塚 ほか 　 1977],モ チ性 の ト

ウ モ ロコ シ[CoLLINs　 1920;SToNoR　 and　 ANDERsoN　 19491な らび に モ チ性 の ハ

トムギ[KEMPTON　 l921]の 分 布 して い る こ とが 知 られ て い る。 した が って,こ れ

らの地 域 は イ ネ科 穀 類 の モ チ性 品 種 群 の成 立 に 重要 な役 割 を果 した と考 え られ る可 能

性 が高 い。 も し この よ うな考 え の上 に立 つ な らば,こ れ らの地 域 に はア ワの モ チ性 品

種 群 が 広 く存 在 して い た こと も十 分 推 測 で き るで あ ろ う。 そ して この地 域 か らモ チ性

の ア ワが台 湾 へ 伝 播 した可 能 性 が大 き くな るで あ ろ う。

　 藤 田[1952]は ス マ トラ,ス ンダ 列 島,ボ ル ネ オ,フ ィ リピンお よ び 台湾 な らび に

日本 に お け る ア ワの 地 方 名(呼 称)にdawa系 の言 語 が分 布 す る こ とか ら,ア ワの 日

本 へ の渡 来 ル ー トと して,フ ィ リピ ンー 台 湾 を 経 由 して 北上 した コ ース を 図 示 して い

る 。 しか し本 研 究 で 明 らか に な った よ う に,バ シ ー海 峡 の 北 と南 で ア ワの モ チ性 品種

の 地理 的分 布 に大 きな ギ ャ ップ が み い だ され る。 この こ とか ら考 え る と,藤 田 の 示 す

よ うな 単純 なル ー トとは 考 え が た い 。恐 ら く台 湾 へ の ア ワの伝 播 ル ー トと して 藤 田 の

示 した南 方 ル ー トの ほか に,上 に 述 べ た よ うな ア ジ ア大 陸 の 山岳 地 帯 か ら南 シナ 海 を

経 て 台湾 に 至 る ル ー トを 重 要 視 す べ き で あ る と考 え るの で あ る。 この よ うにみ る と,

本 研 究 に 用 い た台 湾 南 部 山 地2力 村 お よ びバ タ ン諸 島の ア ワ は,伝 統 的 な農 耕 にお い

て 重 要 な栽 培 植物 の一 つ とみ な され るア ワの伝 播 ル ー トを 考 察 す る上 で,民 族 植 物 学

的 に非 常 に重要 な研 究 材 料 を提 供 す る もの で あ る と考 え られ るの で あ る 。
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